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データ分析コメント
特定機能病院の性質上、高度な手術や侵襲を伴う治療や高度救命センターに入院される患者さ
んは重篤な状態であることが多く、退院後に合併症等で緊急再入院となるケースがあります。
2022年度、退院後、2週間以内、30日以内、6週間以内、全ての時期において緊急再入院患者
数、再入院率ともに減少しています。
より慎重な退院の判断と近隣の専門病院との連携や退院支援の強化を図り、質改善に努めてま
いります。

緊急再入院率（退院後2週間・6週間以内・30日以内）

退院計画の妥当性、医療安全の指標

延べ退院患者数

退院後2週間・6週間以内の緊急再入院患者数

30日以内に同一傷病名または随伴症・合併症、併存症で予期しない緊急入院した患者
（下記①～③に該当するもの）
①予期しない原疾患（※１）の悪化、再発のため
②予期しない原疾患（※１）の合併症発症のため
③予期しない併存症（※２）の悪化のため
※１：前回入院時に医療資源を最も投入した傷病を指す
※２：前回入院時の入院時併存傷病及び入院後発症傷病を指す


